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日本語教育 必修選択 必修

回

1

～

210

テキスト・教材・参考書 成績評価の方法・基準
「みんなの日本語初級本冊」Ⅰ・Ⅱ
「みんなの日本語初級　教え方の手引き」
「日本語の教え方ＡＢＣ」
「初級日本語文法と教え方のポイント」
「中級日本語文法と教え方のポイント」

実習状況
試験(60点以上で単位認定）

初級後半で扱う文法や教科書を分析し、必要な知識を得る。教案作成を通じて、様々な教室活動や学習者とのコミュニ
ケーションの取り方を身につける。教師役・受講者役になって模擬実習を行う

内容

授業概要
日本語教育能力検定試験に合格し、長く日本語教育の現場で活躍している講師から、テキストや教材を使って、実習を
行うための準備や実習の進め方について学ぶ。学生は一人ずつ、模擬実習のための準備を進め、模擬実習を行い、振り
返りを行う。

１．文法分析
２．教科書分析
３．教室活動
４．教案作成
５．模擬実習
６．振り返り
　　　　　　　　　　　　を行う。

※文化庁認定日本語教師養成講座カリキュラム

担当者 佐藤 科目種別
実務経験のある教員等
による授業 〇

到達目標

※授業は1回2時限です

科目名 日本語教育法 学年 時間数
210
210

学科名
コース名 国際関係学科　日本語教師養成コース 授業方法 講義


